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　とび工事で主体となる作業の基
礎を、改めて丁寧に学ぶことがで
きました。また、機械工場見学時
にフルハーネスを装着して行った
墜落体験が印象に残っています。
自分だけでなく一緒に働く人たち
の身を守るためにも、積極的に声
を掛けるようになりました。

　日々の作業ではただがむしゃら
に働くのではなく、自分が楽し

い、面白いと思えることを見つけ

ることを心がけています。いろい
ろな人とコミュニケーションを取
りながら、安全第一で誰もケガす
ることがないよう、一日一日頑
張っていきます。
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CDP気候変動「Aリスト」に
3年連続選定

　当社は、環境評価を行う国際的な非営利団体である

CDPから、最高評価である「気候変動Aリスト」に3年

連続で選定されました。

　同団体は毎年、企業の気候変動問題への対応やその

戦略について調査・分析し、AからD－（マイナス）の

8段階で評価しています。2022年は世界で283社、日

本では当社を含めた74社が、特に優れた取り組みを

行っている企業としてAリストに認定されました。

「CDP2022 Aリスト企業アワード」に寄せたビ
デオメッセージでは、蓮輪社長が3年連続Aリ
ストに選定されたことへの感謝などを述べた

林友会と連携して
「後継経営者研修会」を開催
　2022年12月8、9日に、建築・土木両本部と大林

組林友会連合会が連携し、「後継経営者研修会」を開

催しました。
2021年に建築系の林友会会員を対象にした同研修

を実施したところ、土木系の会員からも参加希望の
声があったため、2回目となる今回は両本部共催で

の開催となりました。経営者に必要とされる能力や

人材育成の重要性を学び、建築・土木の垣根を超えて

交流を深めました。

各地区の林友会から推薦を受けた20～50代の次期経営者など18人が
参加

資格取得者発表
2022年12月末現在の資格取得届登録完了者を掲載しています

合格おめでとうございます

※2023年度から、資格取得者の掲載は9月号・3月号の年2回になります。

東北支店一番町の現場で活躍中

松居組
佐藤優斗さん

2018年度
弋コース修了

松居 代表取締役から
一回り成長することを期待し、訓
練校に送り出しました。全国の仲
間と共同生活しながら勉強できた
ことは本人にとって「一生の宝」
です。スーパー職長目指して一層
の努力を期待しています。

１級土木施工管理技士

青山祥梧

１級建築施工管理技士

鶴田淳也

佐藤圭太

河合大志

鈴木健太郎

１級管工事施工管理技士

前木悠兵

１級建築士

森結花

渡辺智也

建築設備士

三宅徹

小林信博

祢津紘司

川口漱也

宅地建物取引士（合格）

都築具義

明石祐太郎

長澤宏哉

深田哲也

松木美穂

井上加倫

柳瀬菜摘

有澤駿

立古綾子

髙野留美子

１級建設業経理士

五十嵐昭生

大住亮太郎

矢島大夢

橋本祐吾

横濱陸

柳瀬菜摘

２級建設業経理士

本村華菜

堀川雄司

若月奈津子

井上加倫

後藤みなみ

李怡然

渡邊翔吾

有澤駿

西浦康平

コンクリート技士

八次輝

消防設備士（甲１）

白山玄樹

冨田実加

藤瀬壮太

目時敦湧

消防設備士（甲２）

浪川竜大

消防設備士（甲３）

東出尚也

消防設備士（甲４）

藤田翔

白山玄樹

長谷川航大

消防設備士（甲５）

新居健一

消防設備士（乙６）

出井宏征

東出尚也

消防設備士（乙７）

東出尚也

電気主任技術者（３種）

宮内賢治

第一種衛生管理者

梶原寛司

西村友紀

橋村祐典

西尾恵美

木山陸之介

立石小也香

ビジネス実務法務検定２級

吉見幸枝

佐藤綾香

山内ももこ

先田直輝

金原康平

長馬大知

新原千都

藤髙真義

渡邊翔吾

石原由佳

森田望美

TOEIC800点以上

中西義彰

渡邊健太郎

緒形浩佑

李怡然

武卿

　当社は2014年から、社員が行った寄付に会社

が同額を上乗せして寄付する「マッチングギフト

プログラム」の取り組みを続けています。社員個

人の自発的な社会貢献活動を、会社が応援する
制度です。同制度には、寄付先を特定せずに毎
月の給与天引きで一口100円から手軽に寄付
を始めることができる「ファンド型」と、特
定の団体に貢献したい社員が、その団体の寄
付額を増やすことができる「サポート型」の2つ
の仕組みがあります。

　2022年度は「ファンド型」で積み立てた約

2,484万円を、ウクライナをはじめとする国際支

援や、コロナ禍で困窮する家庭の進学・生活支援、

国内の災害支援などに寄付しました。

　身近な手段で小さな社会貢献をしてみませんか。

皆さんのご参加をお待ちしています。

【ジョイセフ】
ザンビアの女性たちが自立就労支援を受け、
縫製技術を学ぶ

【セカンドハーベスト・ジャパン】
余剰食材を困窮者への食糧支援につなげ、フー
ドロス問題に取り組む

寄付先の活動紹介

「マッチングギフトプログラム」を知っていますか？

マッチングギフトプログラムの仕組み

詳 細はイントラネットで
制度の詳細や申し込み方法、寄付実績履歴などはイントラネット「店別お知らせ」欄下の「マッチングギフトプログラム」に掲載して
います。

サポート型ファンド型
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